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１． 研究の背景と目的 

緑道は移動と滞留が混在する機能特性を持ち、子ども

の育ち環境として有利な特性や発展性を有している 1)。 

また、古賀らの研究では子どもの目線高を緑道整備に

おいて考慮することの重要性が示唆されている 2）。 

しかし、都市計画や緑の基本計画では緑化や緑地保全

について大人の目線高を基準としており、子どもの目線

高を考慮されていない。このことから、緑道が持つ特性

や発展性を活かした緑道整備をしていくためには、大人

だけでなく子どもの目線高も考慮することが求められる。 

本研究では、緑景観の持つ価値 3）のうち、緑道内部で

完結する「自然性」と「審美調和性」に着目する。加え

て、どの緑道にも必ず存在する「緑・道・空」という視

覚要素にも着目し、緑道内部景観の見え方および評価に

与える要因を大人と子どもの目線高別に明らかにするこ

とを研究目的とする。 

 

2.  研究方法 

2.1 対象地選定理由 

 本研究では浦安市のしおかぜ緑道を対象地とする。 

本対象地の付近には小学校が位置している。また、植

物の種類が豊かで、緑道内には遊具や健康器具などが点

在しており大人から子どもまで幅広い世代の利用が見込

まれる。以上よ

り大人と子ど

もの目線高を

踏まえた研究

をするのに適

した対象地で

あると判断し

た。 

2.2 研究構成   

本研究の研究

構成をフロー

図に示す（図-

1）。 

2.3 研究手法 

①視率評価と

アンケート調

査に用いる写

真の撮影 

子どもの目

線高 100 ㎝、大人の目線高 150 ㎝ 2)で視野角 60 度の撮影

を行う。本研究では、植栽平面図をもとに樹高や幅員が

変わった地点を撮影場所として選定し、しおかぜ緑道に

て8月7日13:00～16:30にかけて64地点の撮影を行う。 

②緑道内部景観の把握と分析 

Photoshop を用いて各写真の緑が占める割合、歩道が占

める割合、空が占める割合の視覚的指標を以下の式より

算出する。 

（各視率対象の面積/写真の面積）×100 

 本論文では、以降、これらを「緑視率」、「歩道視率」、

「空視率」と呼び総称して「視率」と呼ぶ。 

③アンケート調査による景観評価 

撮影した写真を用いて自然性と審美調和性に着目した

アンケート調査を、千葉工業大学創造工学部都市環境工

学科 3 年生 120 名を対象として WEB 形式で実施する。 

④写真の再分析 

得られたアンケートの結果をもとに、撮影した写真の

要素と目線高の関わりについて分析を行い、その結果に

ついて考察する。 

 

3．視率と植栽平面図による評価 

緑視率・空視率は 150 ㎝のほうが高い地点が多く、歩

道視率は 100 ㎝のほうが高い地点が多いと確認された

(表-1）。 

しかし、緑視率においては芝や低木が高木より多い地

点で 100 ㎝のほうが高くなった。 

以上より、子どもの目線では高木より低木・歩道のほ

うが視認されやすいことが確認された。 

    表-1 目線高別の各視率の地点数 

    目線高 

視率 
150 ㎝ 100 ㎝ 

緑視率 50 地点 78％ 14 地点 22% 

歩道視率 4 地点 6％ 60 地点 94％ 

空視率 44 地点 69％ 20 地点 31％ 

 

4．アンケート調査に基づく緑道内部景観評価 

4.1 アンケート調査の内容と回収率 

自然性では、異なる視率分布の 6 地点(A～F)における

100 ㎝と 150 ㎝の目線高の写真を用いて、自然の感じ方

について回答させた。審美調和性では、異なる視率分布

の計 7 枚の写真を用いて、バランスがいいと思う順にラ

ンキングをつけその理由(21 項目から選択)も回答させ図-1 フロー図 

研究の背景目的 

・自然性   ・審美調和性 

緑道内部景観評価 

緑道内部景観評価のまとめ 

研究方法 

視率と植栽平面図による評価 

緑道内部景観評価の分析・考察 



た。 

アンケート調査には 120 名中 102 名が回答し、回収率

は 85％であった。 

4.2 アンケート調査による自然性と審美調和性の結果 

自然性のアンケート調査より、150 ㎝のほうが自然を

感じることが明らかとなった(表-2)。 

審美調和性のアンケート調査では、「緑・道・空の割合

が均等に見える」という均等性の項目がボリュームや構

図に関する項目より着目されることが明らかとなった。

(図-2)。 

表-2 「自然を感じるか」のアンケート結果 

図-2 審美調和のランキングの上位理由 

4.3 写真の再分析から得られた要素と目線高との関係 

 自然性のアンケートと写真分析の結果より、自然が多

いと感じる項目は以下の 4 点であることが明らかとなっ

た。 

I. 曲がり道 

II. 芝が左右にある 

III. 左右どちらかに植物が偏っている 

IV. 左右非対称 

特に、Ⅰ～Ⅲの項目はすべて目線高によって自然の感じ

方に差が出た項目である。加えて、「一番手前の木の先端

が見えない」は自然を感じる理由ではないが目線高で差

が出た項目である。 

審美調和性のアンケート調査の結果と写真の分析よ

り、「審美調和に必要な要素および視率を客観的に判断で

きる項目」は以下の 6 点であることが明らかとなった。 

i. 曲がり道 

ii. 芝が左右にある 

iii. 左右どちらかに植物が偏っている 

iv. 一番手前の木の先端が見えない 

v. 緑視率が一番高い 

vi. 木が生い茂っていない 

特に、ⅰ～ⅴは目線高によって当てはまるか変わる項目

である。また、目線高で差が確認できたのは自然性では

15 地点、審美調和性では 16 地点であった。したがって、

目線高の違いによって審美調和に違いがある地点は一部

に限られることが明らかとなった。 

4.4 アンケート調査に基づく緑道内部景観評価の考察 

 100 ㎝では、150 ㎝に比べ低い位置にある歩道や芝を多

く視認できるため 4.3Ⅰ・4.3Ⅱ・4.3ⅰ・4.3ⅱの影響を受けや

すいと考察できる。 

150cm では、100 ㎝では視認できなかった木の上部が

視認できるようになることで、自然を感じる(表-2)という

結果になったと考察できる。また、緑視率が高くなるこ

とで審美調和性の評価(4.3ⅴ)にも影響を与えていると考

察できる。 

 

5．緑道内部景観評価のまとめ 

本研究では、目線高の違いが緑道内部景観の見え方お

よび評価に与える影響を、視率評価とアンケート調査か

ら明らかにした。 

150cm は、緑視率が高かった。また、緑視率は審美調

和性を感じる要因のひとつであり、目線高により違いが

あった項目(4.3ⅴ)であることから、150 ㎝において緑道景

観の評価は緑視率に起因することが明らかとなった。 

100 ㎝は、歩道視率が高くなり、芝や低木がある地点

で緑視率が高かった。また、芝と曲がり道は自然性と審

美調和を感じる要因のひとつで目線高により違いがあっ

た項目(4.3Ⅰ、4.3Ⅱ、4.3i、4.3ⅱ)であった。これらにより 100

㎝において緑道景観の評価は芝と歩道の形状に起因する

ことが明らかとなった。 

以上より、緑道整備や景観設計において、大人の目線

高のみを考慮するのでなく、子どもの目線高を踏まえた

芝や歩道などの低い位置に存在する景観要素を考慮する

ことが望ましいといえる。 
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 100 ㎝ 150 ㎝ 

感じる 感じない 感じる 感じない 

A地点 84.1％ 15.9％ 88.1％ 11.9％ 

B地点 65.3％ 34.7％ 77.3％ 22.8％ 

C地点 77.2％ 22.8％ 87.1％ 12.9％ 

D地点 79.2％ 20.8％ 83.2％ 16.9％ 

E 地点 69.3％ 30.7％ 77.2％ 22.8％ 

F 地点 89.1％ 10.9％ 91.1％ 8.9％ 

緑・道・空の割合が均等に見える123456789############################################

左右の植物の量のバランスが取れている123456789############################

左右の植物の位置のバランスが取れてい #############

木の高さがちょうどよく感じられる123456789##############

芝の割合が大きい1

木と木の間隔がちょうどよく感じられる123456789############

左右両端の木の割合が多く見える123456789#######

左右対称123456789#####

道の割合が多く見える1

道の割合が少なく見える1

空の割合が多く見える
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各視率の均等性

植物のボリューム

構図

100㎝との差が10％以上

100㎝との差が5％以上10％未満

100㎝との差が5％未満


